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【序論】 

生体内金属元素の機能と分布を調べるメタロミクスの分野において、生物の初期胚にお

ける金属元素分布を調べることは、金属元素の発生段階における役割を知る上で重要で

ある 。近年、メタロミクスの分野では、様々な空間分布分析方法が目的に応じて用い

られている。特に、レーザーアブレーション誘導結合プラズマ質量分析法

（LA-ICP-MS/MS）は初期胚の微量元素分布分析で必要とされる ppb レベルの多元素同

時分析が可能であるため、注目を集めている。しかし、鉱物測定における NISTのよう

な標準が存在しないため、濃度計測が困難であることや長時間の測定による感度低下な

どの問題点が存在する。そこで、本研究では、生体試料に適した標準試料を作成・使用

することで、アフリカツメガエルとミドリイシサンゴの初期胚を対象とした

LA-ICP-MS/MS による空間分布分析法の改良を試みた。 

【分析方法】 

胚試料はホルマリンを用い組織固定し、エタノールで脱水後、低温合成樹脂を用い、樹

脂化させた。次にミクロトームを用いて厚さ 7 µm の連続切片にすることで測定試料を

作成した。標準試料は、均一化した鶏の全卵を加熱することで固体化後、測定試料と同

様の方法で、脱水・樹脂化させることで作成した。イメージング結果の濃度化について

は、標準を用いた検量線法より算出した。また、時間による感度低下の補正については、

測定の際、測定試料に対し標準を挟み込む形で測定を行うことで、標準の感度変化より

補正を行った。 

【結果・考察】 

カエルおよびサンゴにおいて、それぞれ 8, 11種の発生段階、20, 15種の元素を測定し、 

1, 2族を除く元素についてイメージングに成功した。また、作成した標準試料を用い、

サンゴ胚に対して、そのうち 9種の元素について検量線法を用い、定量化を試みた。そ

の結果、ppbレベルでの定量結果が得られた。また、分解能 5µmのイメージング分析に

ついて、標準試料を用い測定時間による感度変化補正を行ったところ、5時間の測定中

に 2~3割程度の感度低下が起こっていた Cuや Feに関しても、良好な補正結果が得られ

た。以上の結果より、LA-ICP-MS/MSを用いた初期胚の多元素分布分析法における自作

標準試料の有用性が確認された。 

Multi-elemenal spatial distribution analysis for early embryos using LA-ICP-MS/MS with a 

homemade standard. 
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